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内容：

私達が目にする一般的な画像は物体による反射光の色や輝度
情報を2次元平面に投影したもので、物体の奥行き情報が失われ
たものです。近年は、3Dテレビや3Dプリンターなどの普及によって、
一般家庭でも”3次元化”が広く認知されるようになってきました。こ
れまでに3角測量法、縞投影法、干渉計測法などの3次元形状計

測法が提案され、研究開発やモノづくり現場を始めとした様々な分
野で活用されています。
我々は、”偏光眼”を利用すれば物体の方位角と傾斜角の2つの
情報を2次元画像に追加できることを見出しました。これら2つの角

度情報が計測できれば、物体の各反射点の法線が決まり、積分操
作などで3次元形状が再構成できます。新しい3次元形状計測法と
して実用化を目指しています。

本計測法は環境や波長に制限が無く、高精度な測定感度を有す
ることから様々な応用が期待できます。

アピールポイント：

偏光解析法の高精度化や光を利用した各種計測法の開発など
幅広く対応しています。
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